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結果報告
［目的】

錆中の黒錆を精製し、重量比を求めること。

［試料】

試料名 : 1 階会議室前天井内冷温水管（32A) 内錆スケーJレ

採取日 ：令和 6 年 8 月 10 日

試料構造：鉄錆粉体

物件名 ：石油資源開発株式会社長岡事業所

物件住所．新潟県長岡市東蔵王 2-2-83

試料数 ：計 1 試料

【結果】

分析結果を表 1 にまとめます。

表 1 黒錆重量比測定結果

試料名 1 測定結果(%) I 報告値（％）
1 階会議室前天井内冷温水管（32A) 内錆スケー；レ 8. 81 8.8 
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【分析条件】

送付いただきました試料に下記の処理を施した後、ご提示いただいた手順（①～⑪）

にのっとって測定を行いました。⑧，⑨の繰り返し回数は試料状態により増加させま

した。

・試料を現鉢で軽く粉砕し、デジケーター内で 4 日間放置しました。

①錆試料検体をふるい (100ｵ m 程度）にかける。

② 100ml ビーカーにふるいを通過した試料約 0. 5gを正確に秤量（小数点以下第 4 位

まで言十測できる天粋使用）する。

③精製水 30ml を加え、 100ml ビーカーごと超音波洗浄に 30 秒かける。

④ 100ml ビ｀ーカー底に磁石 (3000G 程度）を付着させて、手振りにより攪拌した後上澄

み液を 200ml ビーカーに移す。

⑤上記③～④の操作を 3 回繰り返し行なう。

⑥上澄み液を集めた 200ml ビーカー底に磁石を付着させて、手振りにより攪拌した

後、上澄み液を捨てる。

⑦ 200ml ビーカー底に残った黒錆を少呈の精製水で 100ml ビーカーに戻す。

⑧上記③～⑦の操作を 5 回繰り返し行なう。

⑤上澄み液を除いた精製黒錆にメタノール 5ml を加え、 100ml ビーカーの底に磁石を

付着させて手振りにより攪拌した後、上澄み液を捨てる。この操作を 2 回繰り返

し行なう。

⑩真空乾燥機で 100ml ビーカーごと減圧乾燥（室温 X30 分）し、精製黒錆の乾燥重量

を正確に測り取る。

⑪重量比を計算する。 黒錆重量比＝精製黒錆重量（g)／錆試料重量(g) X 100 (%) 
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分析結果報告書（副）

分析件名 黒錆の重量比分析

方法： 重量分析法

内容

試料： 1 階会譜室前天井内冷温水管 (32A) 内錆スケール
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結果報告
［目的］

錆中の黒錆を精製し、重量比を求めること。

［試料］

試料名 : 1 階会議室前天井内冷温水管（32A) 内錆スケール

採取日 ：令和 7 年 1 月 25 日

試料構造：鉄錆粉体

物件名 ：石油資源開発株式会社長岡事業所

物件住所：新潟県長岡市東蔵王 2-2-83

試料数 ：計 1 試料

［結果】

分析結果を表 1 にまとめます。

表 l 黒錆重量比測定結果

試料名 I 測定結果(%) I 報告値（％）
1 階会議室前天井内冷温水管（32A) 内錆スケール 20. 02 20. 0 
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【分析条件】

送付いただきました試罪に下記の処理を施した後、ご提示いただいた手順（①～⑪）
にのっとって測定を行いました。⑧，⑨の繰り返し回数は試料状態により増加させま
した。

・試料を乳鉢で軽く粉砕し、デシケーター内で 2 日間放置しました。

①錆試料検体をふるい (100 ｵ m 程度）にかける。

② 100ml ビーカーにふるいを通過した試料約 0, 5gを正確に秤量（小数点以下第 4 位
まで言十測できる天秤使用）する。

③精製水 30ml を加え、 100ml ビーカーごと超音波洗浄に 30 秒かける。

④ 100ml ビーカー底に磁石 (3000G 程度）を付着させて、手振りにより攪拌した後上澄
み液を 200ml ビーカーに移す。

⑤上記③～④の操作を 3 回繰り返し行なう。

⑥上澄み液を集めた 200ml ビーカー底に磁石を付着させて、手振りにより攪拌した
後、上澄み液を捨てる。

⑦ 200ml ビーカー底に残った黒錆を少量の精製水で 100ml ビーカーに戻す。

⑧上記③～⑦の操作を 5 回繰り返し行なう。

⑨上澄み液を除いた精製黒錆にメタノール 5ml を加え、 100ml ビーカーの底に磁石を
付着させて手振りにより攪拌した後、上澄み液を捨てる。この操作を 2 回繰り返

し行なう。

⑩真空乾燥機で 100ml ビーカーごと減圧乾燥（室温 X30 分）し、精製黒錆の乾燥重量

を正確に測り取る。

⑪重量比を計算する。 黒錆重量比＝精製黒錆重量（g)／錆試料重量(g) X 100 (%) 
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